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(海外報告)

ニ ューヨーク海外研修 報告

豊 原 正 智

私 は,昭 和60年 度 「塚本英世記念国際交流計画」に基づ く海外研修員(昭 和

61年1月6日 一5月31日)と して,ニ ュー ヨー ク州立 大 学 ビンガ ム トン校

(StateUniversityofNewYork(SUNY)atBinghamton)を 中心 に約五 ヶ月滞在

し,「 映像芸術 とテク ノロジー」 というテーマで研 究 を行 う機会 を得 た。又 そ

の 間,三 月末 と五 月初前後二 回 に渡 り,10日 間程 マサ チューセ ッツ工 科大学

(MIT)の 高 等視覚研究所(CAVS)を 訪 れ,そ の活 動状況 に触れ,資 料 を集

め ることがで きた。

1月6日,ニ ュー ヨー クのJ.F.ケ ネ デ ィ国際空港 に降 り,空 港 カ ウンター

で一泊60ド ルの ホテル を予約 し,相 乗 りリムジ ンで まっす ぐマ ンハ ッタンに

向 った。 マ ンハ ッタンは比較 的暖か いとい うことであ ったが,街 頭 の電光温度

計 は23°F(-5℃)を 示 していた。一週 間滞在 し,そ の後 州中南部の ビンガム

トンへ 向った。 ビンガム トンで は昼間一10℃ 前後で,少 し暖かいなと思 って も

一5℃ 位 に しかな らない。 ニューヨーク市で はそれ程 寒い とは感 じなか ったが,

こ こで はさすがに寒 さを感 じた。キ ャンパ スの中 を少 し歩 くと耳が痛 くな り,

しばら くす ると頭痛が して くる程であった。 日本の函館 とほぼ同 じ緯度に位置

す るので,さ もあ りなんと思 ったが,第 一印象は,や は り,こ れは大変な とこ

ろに来たな とい う感 じであ った。 しか し,寒 さに極端 に苦手 な私 も,二 週 間 も

しない うちに慣 れて きて,む しろ30cm程 積 った まま消 えないキ ャンパ スの雪景

色 を楽 しむ余裕す ら生 まれた ものだ。

映画学科 にはL.ゴ ッ トハイム とK.ジ ェイ コブズとい う二 人の実験映画作家

とビデ オ ・アーテ ィス トのR.ホ ッキ ングが教授 として指導 に当 ってい る。最
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図1ニ ューヨーク州立大学ビンガム トン校

院生のためのアパー ト(手 前)か らキセンパス中央部を望 む

近大 島渚 の研 究 してい るM.ト ゥリム助教授 とは二年前京都で会 ったが,今 年

は私 とは入れ違 いで一年 間の予定でパ リに研 究で滞在 している とい うことで会

え なか った。代 りにM.ウ ォル シュが非常勤で映画理論,映 画分析の講座 を担

当 していた。

私 は,映 画学科 の客 員研 究員(VisitingScholar)と して,研 究室(K.ジ ェ

イコブズ によれ ば,「 サブマ リン」(窓 が ないから))及 び ビデ オ ・ス タジオの

鍵 を提供 され,自 由 に使 えるよ う配慮 して もらった。

私は まめに彼 らの授業 に出た。一つ はどの ような制作及 び理論の授業 をやっ

ているか興味が あったの と,も う一つ は毎 回授 業で映画,ビ デ オの作品が上 映

され るか らであった。私 の記録で は14週 間の後期の問で,学 生 の自主上映団体

の もの も含めて75本 の映画 と10本 の ビデオ作 品を観 たが,全 体 では恐 らく100

本 は優 に越 えてい ると思 う。一週 間に7本 以上上映 して いることになる。 私 も

実際,10本 観 た週があ った。
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図2SONY一 フィルム/ビ デオ ・フェスティバル,作 品上映後のディスカッ

ション,左 からトニー ・コンラッド(バ ッファロー校),ラ リー ・ゴットハイ

ム(ビ ンガム トン校),リ チャー ド・ロジャーズ(パ ーチェス校)

L.ゴ ッ トハ イムの16mm映 画 制作 の クラスで は,作 品の上映の後それ につ い

てのデ ィスカ ッシ ョン,あ るいは進行中の学生 のラ ッシュ ・フ ィルムを上映 し

て議論す るとい う形式であった。その雰 囲気 は,教 授,学 生の双方がフ ァース

ト・ネームで呼 び合 う性 か実 にフランクで,和 気あいあい とい った感 じである。

K.ジ ェイコブズの授業 は 「映 画 とビデ オにお ける実験 と革新」 とい う2時

間40分 の授 業で,こ こで も作品の上映 と彼の講義及び学生 とのデ ィスカ ッシ ョ

ンが行われた。彼 のキ ャラク ターの性 もあって ,こ の クラスは実に活発で,こ

ち らの英語力不 足 もあるが,議 論の半分位 しかついて行 けず ,議 論が私の方 に

飛 び火するの を恐 れなが ら,久 し振 りに学生の ような気持で緊張 しなが ら座 っ

ていた。五時に授業が終 ると,い つ も頭がぼ うっとしていて ,異 国語の 中に居

ることが こんなに しんどい ものか とつ くづ く思い知 らされた。
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ビデオ ・アー トの授業では,専 ら技術的な メカニズムの講義 と制作 が中心で,

時 々R.ホ ッキ ング自身及 びその他作 家の作 品 を参考 に観せて くれる。私 は学

生の制作 の邪魔 にならない よう気 を使 いなが ら,専 ら夜遅 く,ス タジオを使 わ

せ て もらい,オ ーデ ィオとビデオのシ ンセサ イザーを使 って二本(一 本 は未完

成)制 作 した。そのうちの一本 は 「ビデオ ・スペース300」 展(5月19日 一24日,

大 阪現代 美術 セ ンター)に 出品 した。

3月6日 一9日 に,全SUNYの 学 生,卒 業生,教 員 に よるフ ィルム ・ビデ

オ ・フェステ ィバルが今年 はバ ッファロー校で開かれた。私 も学生,教 員 と一

緒 に吹雪の中10人 乗 り位の大学のバ ンでバ ッフ ァローに行った。風 も強か った

性 か とて も寒 く,昼 間で一15℃ 位であ った。会場で は連 日朝10時 から夜中の12

時 まで作 品の上 映,デ ィス カ ッシ ョン,シ ンポジ ウムが,い くつかの会場 を

使 って実 に活発 に行われ,ホ テルに帰 るのはいつ も夜 中の1時 頃である。特 に,

二 日目の午後の 「個人制作 の危機(CrisisinIndependentProduction)」 と いう

テーマのシ ンポジウムでは会場 の聴衆 もまき込んで,時 には感情 的な議論 も出

て,実 にエキサ イテングな シンポジウムであ った。

ビンガム トン滞在 中,月 に3回 程 ニューヨーク市 に出て,美 術館や映画 ・ビ

デ オの上映,講 演会等 を精力的 に回 った。特 に,近 代美術館 の 「形態の対 照一

幾何学 的抽象美術1910-1980」,「 ニュー ・ビデ オ:日 本」,「 ミース ・フ ァン ・

デル ・ローエ100年 展 」,又 グ ッゲ ンハイム美術館の 「彫刻 における変質一 アメ

リカ とヨーロ ッパ 美術 の40年 」,「ナ ウム ・ガボー構 成主義の60年 」,さ らに ミ

レニア ム(Millennium),キ ッチ ン(TheKitchen)で の 映画 ・ビデオの上映 ・

講演等 は大変面 白か った。

5月19日 に ビンガム トンを発 ち,シ カゴ,サ ンフランシスコ,ロ スアンゼ ル

ス を回 り,5月31日 に予定 通 り帰 国 した。初 めて の海外研 修 で,要 領 を得 な

かった り,失 敗 した りした こ とが多々あ ったが,又 近 い将来 もう一度ニ ュー

ヨークへ行 きたい とい う気持 を ます ます強 くした五 ヶ月であ った。
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